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富山工営株式会社の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

当社は、平成 22 年 4 月 28 日開催の取締役会において、富山工営株式会社の全株式を取

得し、完全子会社化することについて決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいた

します。 

 

記 

１．株式の取得の理由 

わが国の経済は、依然として企業業績が厳しい状況であり、その影響から民間設備投資や雇用

情勢等は引き続き厳しい状況で推移いたしました。建設業界におきましては、景気低迷で冷え込

んだ民間の建設需要に改善の兆しが見えず、公共工事の削減傾向も一段と強まってまいりました。 

当社は、こうした環境下において、第三次中期経営計画の実現を含めて成長戦略を実践してい

くためには、新たな技術・分野にチャレンジして、トータルエンジニアリング力の向上を目指す

ことが不可欠と考えております。 

富山工営株式会社（注）は設立以来 30 年以上に亘り、富山化学工業株式会社の 100％子会社

として、富山化学工業株式会社をはじめ富山県内の医薬品、食品メーカーの生産設備等の企画・

設計・施工及び保守管理を手掛け、優れた技術力が評価され県内に確固たる基盤を築いておりま

す。 

富山県内医薬品メーカーの設備投資額は、平成 15 年の 73 億円から、20 年には 221 億円と大

きく増加している上、今後とも設備投資意欲は旺盛であると言われております。この度、富山工

営株式会社を子会社化することで、今後も市場の拡大が見込まれる富山県を地盤として、当社の

全国ネットワークを生かし、全国の製薬分野や食品分野に事業領域を拡大するともに、企画・設

計業務の更なる強化と廃水処理事業等、今後期待される環境分野への進出を図ります。 

 

（注）富山化学工業株式会社は平成 22 年 2月 1日旧富山工営株式会社を含む子会社 3 社を統合

し株式会社トミカを設立。平成 22 年 4 月 6 日に新設した富山工営株式会社が、平成 22

年 6 月 30 日付けで分割承継会社として株式会社トミカより旧富山工営事業を譲り受ける

予定。 



２．異動する子会社（富山工営株式会社）の概要 

（１） 名 称 富山工営株式会社 

（２） 所 在 地 富山県富山市久方町 3 番 18 号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役  栂野 守夫 

（４） 事 業 内 容 
医薬品製造設備・製剤生産設備・食品生産設備・環境設備

等の設計・施工・保守管理 

（５） 資 本 金 20 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2010 年（平成 22 年）4月 6 日 

（７） 大株主及び持株比率 株式会社トミカ 100％ 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 

当社と当該会社との間には、資本関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会

社と当該会社の関係者及び関係会社の間

には、資本関係はありません。 

人 的 関 係 

当社と当該会社との間には、人的関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会

社と当該会社の関係者及び関係会社の間

には、人的関係はありません。 

取 引 関 係 

当社と当該会社との間には、取引関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会

社と当該会社の関係者及び関係会社の間

には、取引関係はありません。 

 

３．株式取得の相手先の概要 

氏名 住所 上場会社との関係 

株式会社トミカ 富山県富山市 該当事項はありません。 

 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 0 株    （所有割合：0％） 

（２） 取 得 株 式 数 4,000 株   

（３） 異動後の所有株式数 4,000 株 （所有割合：100.0％） 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 平成 22 年 4 月 28 日 

（２） 株 式 取 得 期 日 平成 22 年 6 月 30 日 

 

 



６．今後の見通し 

   本件株式取得による当期の業績への影響につきまして精査の上、平成 23 年 3月期業績見

込みに織り込む予定であります。 

 

 

以 上 


